
川崎大師ロータリークラブ 週報 第４６号           ２０１２年 ６月２７日 発行  1 頁 

 

日 発行   1 頁 

 

 

Reach Within to Embrace Humanity こころの中を見つめよう 博愛を広げるために 2011-12年度 第 2590地区 

も

               

 

 

 

 

 

●司会            白石 浩司 ＳＡＡ 

●点鐘             増田 昌美 会長 

●斉唱               「奉仕の理想」 

石川 庸 ソングリーダー 

 

来訪ロータリアンの紹介  岩井 茂次 親睦委員長 

川崎マリーンＲＣ         松中 秀司 様 

横浜南ＲＣ            川﨑 智晴 様 

 

会長報告            増田 昌美 会長 

 

１．横浜港北ＲＣより「創立５０周年記念誌」が届いて

おりますので回覧させていただきます。 

２．新横浜ＲＡＣ認証状伝達式のご案内が届いておりま

す。 

大勢の参加で祝福したいと思いますので会員の皆

様多数の参加お願いします。 

   日時：２０１２年７月１３日（金） 

   場所：新横浜国際ホテル 南館 

 

 

幹事報告            武者 惠吾 幹事 

１．６月６日（水）に行ないました増田年度最終第１２

回理事会の議事録をポストに入れさせて頂きまし

たのでお目通しをお願いします。 

２．ガバナー事務所から「未来の夢ニュースレター」が

届いておりますので回覧させていただきます。 

  このプログラムは次年度から始まる新しいプログ

ラムです。 

３．２月２２日（水）にソリッドスクウェアーホールで

行ないましたインターシティミーティングの報告

書が出来上がりましたのでポストに入れさせてい

ただきます。 

  当クラブの牛山会員が米山カウンセラーとして大

きく掲載されていますので是非ご覧になって下さ

い。 

４．再度のお願いですが、今年度の理事・役員には活動

報告書の提出をお願いしております。提出義務者の

方はお忙しいところとは存じますが、６月２７日ま

でに提出をお願いします。 

第１９１１回（本年度 第４６回） 例会 平成２４年 ６月 ２０日  晴れ 
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５．次年度幹事から提出されている「会費及び諸経費納

入方法のお知らせ」と「会員名簿作成についてのお

願い」の提出をなるべく早くお願いします。 

 

出席報告           船木 幸雄 委員長 

会員数 対象者 出席 欠席

1911 回 60 50 31 19 62.00 ％

1909 回 60 51 31 20 60.78 ％

6 修正出席率 72.55 ％前々回の修正・ﾒｰｸｱｯﾌﾟ　

通算 出席率

 

メイクアップ 

野沢 隆幸、中村 眞治、飯塚 元明、竹田 正和 

鈴木 昇二、須山 文夫          各会員 

 

会員数 対象者 出席 欠席

1910 回 60 50 21 29 42.00 ％

1908 回 60 52 46 6 88.46 ％

1 修正出席率 90.38 ％前々回の修正・ﾒｰｸｱｯﾌﾟ　

通算 出席率

メイクアップ 

林  鶴                  会員 

５月度出席順位 

１７５％ 横山 俊夫、牛山 裕子 

１５０％ 竹中 裕彦、増田 昌美、矢野 清久 

     武者 惠吾 

１２５％ 布川 二三夫、渡辺 冨士夫、須山 文夫 

                     各会員 

ホームクラブ１００％ 

布川 二三夫、船山 昭三、鈴木 幹久、長島 亨 

宮山 光男、野沢 隆幸、炭谷 博功、竹中 裕彦 

増田 昌美、横山 俊夫、石渡 利治、矢野 清久 

岩井 茂次、鈴木 昇二、伊藤 佳子、須山 文夫 

御手洗 征郎、竹内 祥晴、小泉 知寛 

                     各会員  

               

スマイルレポート(ニコニコボックス) 

村石 庄作 副会長 

横浜南ＲＣ            川﨑 智晴 様 

増田会長、武者幹事の雄姿を拝見しに、最後の最後に来

る事ができました。 

野沢 隆幸 会員 

増田会長年度の皆様、ロータリー活動一年の記録を残さ

れました。お疲れ様です。 

宮山 光男 会員 

会長、副会長、幹事、理事、役員の皆様、一年間ご苦労 

様でした。 

渡辺 冨士夫 会員 

増田年度も残り少なくなりました。一年間ご苦労様でし

た。 

 

横山 俊夫 会員 

ようこそ、川﨑智晴さん川崎大師へ。 

岩井 茂次 会員 

先週の一泊移動例会に参加の皆様ありがとうございま

した。 

フミオさんの「ロンリーチャップリン」最高でした。 

小林 勇次 会員 

息子がアメリカンフットボールのＵ１９日本代表に選

出されました。 

竹内 祥晴 会員 

先日は妻の誕生日にお花をいただきありがとうござい 

ました。妻も大変よろこんでいました。 

増田 昌美 会長 

今週は、副会長・理事退任挨拶です。副会長・理事の皆

様大変御苦労様でした。 

竹中 裕彦 会員 

①川﨑さん、ようこそ川崎大師へ！ご無沙汰しておりま

す。 

②先週のゴルフコンペと移動例会出席の皆様、お疲れ様 
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でした。布野さんが「皆さんに宜しく！」との事でした。 

本日のニコニコのテーマ 

「副会長・理事退任挨拶 一年間お世話になりました。」 

♪水口 衛♪武者惠吾♪布川二三夫♪矢野清久 

♪村石庄作♪白石浩司♪小泉知寛♪秦 琢二 各会員 

 

委員会報告  

ローターアクト地区委員会    飯塚 元明 会員 

新横浜ローターアクトクラブが、当初は２０名でスター

トします。認証状伝達式には当クラブより１０名前後で

参加したいと思います。場所は、新横浜国際ホテルです。 

 

次年度親睦委員会        飯塚 元明 会員 

次週６月２７日の例会終了後、次年度の親睦委員会を開

催します。委員の方の出席をお願いします。 

 

次年度幹事           矢野 清久 会員 

① 次年度の理事、小委員長の名簿を掲示板に掲載いた

しました。各自の所属委員会を確認してください。 

② 次年度の名簿と会費支払い方法の用紙をお配りい

たしております。お早めの連絡をお願いします。 

③ ７月２７日、２８日に、塩原温泉川崎大師厄除不動

尊年祭法要がございます。現在５名の参加です。多

くの方のご参加をお願いします。締め切りは本日で

す。 

 

 

副会長、理事退任挨拶 

会計              矢野 清久 会員 

本年 1 年間会計をやらせて頂き、初めてロータリーのお

金の動きがわかりました。次年度は、幹事を仰せつかり

ましたので、この経験をもとに武者幹事にご指導を賜り

次年度も頑張って行きたいと思います。 

皆様 1 年間ありがとうございました。 

 

 

ＳＡＡ             白石 浩司 会員 

 一年間の役目を無事に終えられたことを会長、幹事

はじめ皆様のご協力のお陰と深く感謝申し上げます。ま 

 

た、第二信徒課の平岡様大変お世話になりました。事務

局の竹下さんにも助けていただきお世話になりました。 

 ＳＡは一人ですが例会はみんなで作り上げていくも

のだと改めて認識しました。また、実際新しい仕組みを

取り入れることの難しさを痛感しました。いい勉強にな

りました。本当に一年間ありがとうございました。 

 

職業奉仕委員会         鈴木 幹久 理事 

ロータリークラブは、自己研鑚の場である。ロータリー

で行う奉仕活動は目的ではなく、自己研鑚の為の手段で

ある。よって、職業奉仕も自分の職業に誇りと、会員の

それぞれの職業の対する敬意を持ち、会員のそれぞれの

職業に対する敬意を持ち続ける為に、ロータリ－を通し

て自分自身を如何に育てるかに対する推進活動である。 

委員会として具体的な推進活動として二つの委員会

に以下の様な計画を立案して貰った。 

●職業情報委員会 委員長 坂東保則氏 

職場訪問 ＜Ｈ23 年 10 月 5 日（水）＞ 

① 三栄レギュレータ―㈱ 
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 見学目的 資源環境型工場（回収紙からトイレットロ

ールが出来る迄） 

② 東京ガス㈱ 扇島工場 

 見学目的 ＬＮＧ（液化天然ガス）によるエネルギー

事業の現場 

 ●職業指導委員会 委員長 石渡勝朗氏 

 出前事業 ＜Ｈ23 年 12 月 16 日（金）＞ 

  「青少年の職業選択を支持する為の情報提供」 

  対象校：川崎市立川中島中学校  講話者：15 人 

●委員会活動 

 ①Ｈ23 年 9 月 20 日（火）クラブ職業奉仕委員長会議

出席 於：ソシア 21 

② 職業奉仕月間の卓話 

Ｈ23 年 9 月 7 日（水） 相沢宏明氏 （川崎市立川

中島中学校教論） 

  「中学校の進路指導の現状について」 

Ｈ23 年 9 月 28 日（水） 桑原薫氏 （横浜港北ＲＣ

会長） 

 

   「奉仕の理念と職業奉仕」 

 ●委員会開催 

   Ｈ23 年 6 月 28 日（火） 第 1 回職業奉仕委員会 

恵の本 

   Ｈ23 年 8 月 11 日（木） 第２回職業奉仕委員会

事務局 

   Ｈ23 年 11 月 21 日（月） 第 3 回職業奉仕委員会 

恵の本 

 

社会奉仕委員会         清水 宏明 理事 

今年度は人間尊重委員会 竹田正和委員長、地域発

展・環境保全・協同奉仕委員会 秦 琢二委員長、なら

びに会員の皆様の協力により無事に事業を行うことが

できました。 

 人間尊重委員会においては、恒例の正月に行われる大

師駅前の献血推進活動とかわさき楽大師祭り当日の献

血推進活動を行いました。かわさき楽大師祭りの際には

お大師様の駐車場が利用できない状況でしたが、かわさ

き楽大師実行委員会の皆様のご配慮で会場内での活動

を行う事ができました。 

地域発展・環境保全委員会では、多摩川土手清掃･バ

ードウォッチグ･芋煮会、桜の樹木ポスター貼りなど地

域の皆様と共に活動を行うことができました。 

協同奉仕委員会としては、職場訪問が諸事情により中

止となってしまいましたが、新規の事業として、川中島

小学校の児童、関係者と共に環境美化活動に取り組むこ

とができました。また育桜福祉会ゆずりは園との事業と

して、「ミニコンサート」をゆずりは園の施設で行う事

としました。 

今期は国際ﾛｰﾀﾘｰ第 2590 地区 2011－12 年度地区補助

金対象事業として「市立学校と共に行う地域環境美化・

保全活動」を申請、無事に承認をされ、田島小学校の関

係者と事業を行うことができました。 

社会奉仕委員会は事業も多く非常に活動も活発です

が、今期はできるだけ予算を使わずに体を動かすことで

成果を得る事に注力しましたが、良い成果を得る事がで
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きたと感じています。 

皆様ありがとうございました。 

 

 

国際奉仕委員会         牛山 裕子 理事 

ローターアクト委員会 

（武者 惠吾幹事 代読） 

布野真治委員長が計画された事項を、過不足なく推進

できるよう、矢野清久ロータリー財団委員長、小泉敏和

国際親善委員長と米山奨学事業委員長・牛山裕子が、そ

れぞれの委員会を担いました。理事会のご指導の下、米

山奨学寄付金、ロータリー財団寄付金は、ほぼ目標をク

リアーしました。 

川崎大師ローターアクトクラブは、インターアクト卒業

生を含む会員数５名でスタートの予定でした。しかし、

クラブ内で、例会場、例会開始時刻等、重要事項での意

見の相違があり、調整できないまま、新年度を迎えまし

た。３名が退会し、実態は、在籍者２名という、ロータ

ーアクト存亡の危機を孕みながら第１回例会を迎えま

した。 

 ローターアクターとして経験豊富な中村祐規会長及

び鳴沢由美子幹事が、本気で真摯に例会を開き、他のＲ

ＡＣとの交流を絶やさず続けました。その結果、８月２

４日地区公式訪問には、相沢新会員を加えて３会員で、

細川亨地区代表（横浜ＲＡＣ）をお迎えできました。 

 提唱クラブとして、毎例会に、ロータリアンがメーク

アップし，要請に応じたテーマで卓話をし、「ロータリ

ー」をテーマにして話し合いもしました。ＲＡＣと提唱

クラブの絆が強くなった１年であったと思います。しか

し、ＲＡＣ会員増強には、クラブの会員皆様の御協力を

最も必要とします。私を始め新世代に関わる会員の認識

不足もありましたが、次世代のロータリアンとしてのロ

ーターアクターを育み指導する喜びを分かち合う機会

が少なかったことを、反省します。 

会員増強以外は計画をほぼ遂行しました。むしろ、ロ

ータリアンからの要望であった、例会場、例会開始時刻

を、以下のとおり変更しました。 

 

例 会 場  川崎市産業振興会館 １０階会議室 

例会日時   第２水曜日、第４水曜日 

 １９：３０～２０：３０ 

新世代奉仕委員会         水口 衛 理事 

今年度活動は、まずインターアクトクラブに於いて海

外研修・年次大会と様々な行事に参加しクラブ会員の皆

様にもご協力をいただきましたが、今年度をもちまして

大師高校とのインターアクトクラブ提唱を解消するこ

とになりました。 

また、ローターアクトクラブに於いては、1 名の会員増

強ができ例会場・例会開始時間の変更等も行いました。 

 

会員の皆様には、例会及地区行事等に積極的に参加して

いただきまして誠に有難うございました。今後とも引き

続き新世代の育成に皆様のご協力をお願い致します。 

 

親睦活動委員会         岩井 茂次 理事

今年度は「会員相互の交流の活性化」を柱に活動してま

いりました。 

同好会活動については、野球・ゴルフと練習や試合、コ

ンペ開催と多くの会員の皆様にご参加いただきました。 

 また、フォローアップの一環として、「二水会」と銘

打って食事をしながらの「会員相互の交流」「意見交換」

の場を移動例会、ファイヤーサイドミーティングの無い

月に行いました。 

 そして恒例となっているそれぞれの移動例会におい



川崎大師ロータリークラブ 週報 第４６号           ２０１２年 ６月２７日 発行  6 頁 

 

日 発行   6 頁 

 

 

Reach Within to Embrace Humanity こころの中を見つめよう 博愛を広げるために 2011-12年度 第 2590地区 

ては、暑気払いでのカラオケ大会に始まり、年忘れ家族

会・創立記念例会においてはミュージシャンをお招きし

てのライヴ演奏を、さらに一泊移動例会はカラオケにダ

ンス。音楽をこよなく愛する増田会長年度ということで、

歌と音楽をテーマに行わせていただきました。 

人は笑顔と笑い声のあるところに集うものと信じて、

会員の皆様の笑顔を見るために１年間活動してまいり

ましたが、先週の一泊移動例会での特に二次会での会員

の皆さんの楽しそうな笑顔をみて、１年間「この笑顔を

見るために活動してきたのだ」と実感いたしました。 

１年間精一杯、務めさせていただきましたので、やり

残したことはありません。増田会長・武者幹事には自由

に運営する事をお許しいただいた事、感謝いたします。

そして会員の皆様や特にお力添えいただいた牛山さん

におかれましては、１年間ご協力いただきました事を御

礼申し上げます。ありがとうございました。 

以上をもちまして「退任のご挨拶」とさせていただきま

す。本当に１年間ありがとうございました。 

 

村石 庄作 副会長 

本年度、増田会長の方針は「ロータリーを遊び、学び、

そして団結」クラブ運営をと言う事で始まりました、私

の担当で有る規定委員会、プラグラム委員会、雑誌広報

委員会、クラブ会報・ＩＴ委員会の活動はほぼ目的を達

成する事が出来ました。 

その中でクラブ会報・ＩＴ委員会に於いては、みんな

で週報を作ろうと言う事で始まりました。委員長で有る

岩崎さんはじめ３役の皆様と他の会員の方のご協力も

有り毎週発行する事が出来ました。 

また、プログラム委員長の横山さんには「卓話の構成

を学べ」をテーマにし、様々な分野の卓話を企画して頂

きました。 

私は、スマイルレポートを読む担当になり読ませて頂

きました。来訪ロータリアンの方の名前を間違えたり、

字を間違えたり会員の皆様には、迷惑をお掛けしました。

人の前で話すのが得意ではなかったのですが良い勉強

になりました。 

目標額で有る３００万には届きませんでしたが皆様

に協力して頂き有難うございました。 

増田会長、武者幹事、竹中副会長、理事の皆様、会員

の皆様に協力、ご理解頂き感謝しております。一年間大

変お世話になりました。 

 

竹中 裕彦 副会長 

 増田年度が１年間の航海を終え無事帰港できました

のも、会員皆様のご理解とご協力の賜物と深く感謝申し

上げます。私も、増田会長のもと今年のスローガンであ
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ります「ロータリーをあそび・学び・そして団結」に邁

進して参りましたが、何とか大役を果たせることができ

ました。本当にありがとうございました。 

 私の担当は５委員会でありましたが、各委員会とも委

員長さん・副委員長さんを中心に努力して頂き役割を果 

たして頂きました。 

 

１．出席委員会 

  残念ながら７～５月までのクラブの平均出席率は

地区平均に少し及びませんでした。しかし、今期のス

タート時期は地区平均を下回っておりましたが、船木

委員長・船山副委員長はじめ委員皆さんの熱心な呼び

かけにより、１１月以降は地区平均近くまで達成する

ことができました。数字そのものも大切ですが、出席

の意義を会員の皆様に考えて頂く貴重な１年になり

ました。 

 

２．会員増強委員会・会員選考委員会・職業分類委員会 

  新しく竹内会員と小泉知寛会員をお迎えすること

ができました。中村委員長には例会やファイヤーサイ

ドにて何度も会員増強の大切さと難しさを伝えて頂

き、増強の意義を会員の皆様に考えて頂く貴重な１年

になりました。 

 

３．ロータリー情報委員会 

  細谷委員長・大藪副委員長・野沢委員を中心に会員

皆さんのご参加により、２回のファイヤーサイドを開

くことができました。特にテーマを設定することなく、

会員が減少した現状のクラブをどうやって魅力ある

クラブにしていくか、４０周年を控えて事業や式典を

どうすれば良いか などクラブの現在と近い将来に

ついて熱く語り合って頂きました。 

 以上、簡略ながら１年間の報告とさせて頂きます。 

皆様のご理解とご協力に心からお礼申し上げます。 

本当にありがとうございました。 

 

 

報告 

布野真治会員のお見舞いに移動例会の翌日、6 月 14

日に熱川温泉病院に 8 名で行ってきました。 

大変喜んでくれて会話のキャッチボールも往年の 

名(迷)サード？布野!! を思わせる早い送球をスムーズ

に返せるまで回復してます。 

「増田年度の復帰には間に合わなかったか！」と次年度

中復帰の意欲も満々でした。 

病院内では出世して病室のフロアもだんだん上に登

り今では８階の個室で皆さんが来られるのを鼻の下

を・・じゃない首を長くして待ってます。 

病院は伊豆白田川のほとりで自然に囲まれたきれい

な建物です。                増田 

熱川温泉病院 

静岡県賀茂郡東伊豆町白田４２４ 

0557-23-0843   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  竹中・増田・宮山・岩井・武者・古西・竹下 

布野・水口。     病室で・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回例会 

平成 24 年７月４日（水） 

 

会長、幹事 就任挨拶 

 

：クラブ会報委員会： 

岩崎寛／川又竜志郎／久保博和／沼田直輝 



川崎大師ロータリークラブ 週報 第４６号           ２０１２年 ６月２７日 発行  8 頁 

 

日 発行   8 頁 

 

 

Reach Within to Embrace Humanity こころの中を見つめよう 博愛を広げるために 2011-12年度 第 2590地区 

 

 


